
  
  ■ 令和６年度第２回技術者向け研修会 アンケ―ト Q&A 

    

  １）・実施の際に変更されやすいものは有利側で考えて良いか。 
    （⽞関ドア➔ガラス有）、（サッシ➔⾬⼾・シャッター・障⼦を 
     あってもなし等） 

カッコ書きのとおり不利側で計算しても良いと思います。※ 
   ・上記に伴い数値のいいものは軽微変更という考えで良いのか。 

軽微変更で良いと思います。※ 
   ・省エネに対して軽微変更は必ず伴うが、⼤型物件同様に料⾦が 
    伴うのか。 
    料⾦に関しては、検査機関（所管⾏政庁）独⾃に決める事ができますので検

査等の提出（提出予定）先にご確認ください 
 
  ２）⽅位が真北に対して 45 度ずれた場合の⽅位の設定⽅法は 
    どうするのか。 
    ⽅位は、当該部位の屋根に向かう法線の⽔平投影線の⽅位を、それぞれ北、

北東、東、南東、南、南⻄、⻄、北⻄の各⽅位（ 真北⽅向を基準として直交
⽅向軸を設定し、その直交⽅向軸と ±22.5°で交わる線により区分される範
囲）と、上⾯、下⾯に 振り分けた値とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典 国交省 中級者向け省エネ計算演習講習会テキストより 



 
  ３）横架材への⽯膏ボードの張り上げは最低何ｍｍ必要か。 

張上げ基準を確認したことはありませんので無いと思います。 
 
※ 全てにおいての回答につきましては、審査機関（特定⾏政庁）の取扱いが異

なる場合があります。予め提出先にご確認ください。 


